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418. 自治体における民間サポート裂錐嬢づくり教室の有

効性lこ関する研究~番参加者の大綾鉱横断箆績の変化

を中心として~

。長谷部伎誌を子¥難波発q:i:2、久野鶏也2

e株式会社ワくばウエルネス 1)サ…チ、 2筑波大学大学院
人絹総合科学研究科)

[ lJ t:的}筑波大学発ベンチャ…企業〈株式会社つくばウエ

ルネス l)11-ーチ， W，'" ド TWfx) がコンサ lレタントし，由主~;

i与がJR体的に事業H~I怒する rll高齢者を対象とした縫駿づく
り救護“において，数議参加j前後における参加者の大腹筋機

長ffI爵務，体力テスト結架から，民間サポート2訟の鍵駿づく
り教:議の有効性を検挺することを FI的とした窃 (TWRが

コンサルタントする健紫づくり孜ささのあち方1TWR は自
治体等が技法する館JArつ争くり事業に対-して f1笛別プ口グラ
ムのiJH共J rお識者育Jix.J f事業推進のコンサルティングJ
を行いサボ}トしている。したがって， TWRがサポート

する鍵駿づくり校設ではP 筑波大学の研究成乗に基づいた

倒別プログラムが綾供さている。また，指導者として， J，護

動指導だけでなく.能主主づくり事楽の企磁・巡営・誇f舗が
できる人材(ウエルネスマネ…ジャー〉が記鐙されているひ

さらに， TWT~ から:bíli後の 3工芸~，運動指導ノウハウの挺侠，

運動お導サポート等を受けながら鎚感づくり教室を推進し

てv'，るJ [方法JTWRがコンサルタントしている新務県
見pH¥ドーの線療づくり教箆 1期生()7名を対象によ長銀;開始
前(平成 141f:9f3)から 18ヶ月後(平成16年3fJ) 
にかけての体力の変化を欝べた口また， 6 7名の中の8名

を対象に，大腹筋繊新luj殺を比較しi )，選動の続続による大

WFk拐摂[新潟穏の変化を鍔べ，銭授づく与教室の有効性を検
討したひ{熱費項目、対象者数、総盗鶏i幻体力テスト:
6 7名(フイ…jレドテスト 6稜偲:挺)J.上手宇起こし， 1 

Om隆容物歩行，長編体前総，潟桜片足立ち.6分捕さj走行人
MRIによる大接続講新説議:8名(()7名の中の希望者)， 

認夜;境問:平成14年9}1…平成 161F3jヲ{錦初運動プ
ログラムの{均等}自体JT.:，チューブ，ダンペルを沼いた筋
力トレーニング(，3 ~ 8種協， 1 ~ 3 セット，週 3~5 日) 1 
エアロパイク (20-30分.述2路)，ウオ}キング (1s 

:3 0 0 0 ð~- 1. 0 0 0 0歩を5環)，ストレッチング(筋
力トレーニング前後) [結染および考察16 7名の参加者
全体において総合的な体力を訴す体力年鈴に若返りが見ら

れた。 i滋i!ljのi選定結来では，上体起こし. loml'壕審物歩
行， G分間歩行において有違:な向上が晃られた告 M技iで大
凝務横断法j績を潟定した8名においては，大媛筋横断磁i積
に有窓な増大 (5.8%)がえられたむ以上から，災関サポー

ト裂の健療づくり教室で提供する錨到のトレーニングプロ

グラム(家路でも手軽に実施できる自体震を中心とした第

トレ等〉が体力や歩行能力の維持活 lri]J:二に有効であること
が示唆されたo [今後の課題}今思の結果をトレーニング

を災施しない群と比較する必姿がある。本銀査はTWRが
事梁提携する A 自治体の結果であるため地域特性等の稿、り

は存22できない昨今後. TWRが提携する金留の自治体に

おいて際擦の鶏査を実施する必要がある号


